書写教育における個性への視座 ―高校への書写延伸の観点から by 吉田 悟 & Satoru YOSHIDA
































































































































































考（2010）③ 7，（2013）④ 8，（2016）⑤ 9 である。もともとこの「パラランゲー
ジ言語（パラ言語）」は，音声言語の分野の単語であり，言語の伝達にとも
なう言語そのもの以外の声質や表情といった諸要素を指したものであるが，



















































































































































































































































































































































































1　 文部科学省『高等学校学習指導要領　国語編』2018 年 3月
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16　 ⑫青山浩之・當波ゆう子「国語科書写の学習指導における個性化とその方策」『書
書写教育における個性への視座 （ 65 ）
写書道教育研究』18号　2003 年 3月
17　 文部科学省『小学校学習指導要領』　2017 年 3月
18　 文部科学省『小学校学習指導要領解説　図工編』　2017 年 7月
19　 ⑬鈴木慶子『文字を手書きさせる教育―「書写」に何ができるのか』2015 年 8月
31 日　東信堂
20　 過去の学習指導要領のデータベースは下記を利用した。国立教育政策所ホーム
ページ　学習指導要領データベース　https://www.nier.go.jp/guideline/
21　尤も昭和 22 年の試案以降，小学校においては毛筆の学習は必修とされなくなり，
昭和 43年の改定による毛筆必修の復活までは，書道的見地からはいわゆる不遇の時
期と言える。その点も含めて，ここで謳われた理念が実際の現場においてどのよう
に展開されたかという事については，別の問題が横たわっていると言ってよい。
　　その上で，こうした問題は一旦置いておき，この時期の指導要領の試案の文言上
における瑞々しい表現に着目し，今日的な観点から再び光を当てたという形である。
この点をご容赦頂きたい。

